
保育所の自己評価について 
2025.3.28. 

 

オルタスそらいろでは、評価表を使って一人ひとりの職員が自己評価を行っていま

す。その結果を集計して、職員で話し合い保育園の自己評価とし、特色を伸ばし、

また、課題を見つけていきます。 

 

【課題】 

① 前年度も課題にあがっていたが、一人ひとりの子どもが自由に表現できるような

環境をさらに発展できたのでは。 

 

② 今年度から地域の方向けに子育て支援を行ってきたが、地域子育て拠点ラフール

との協働での機会が持てていない。 

 

【改善取り組み内容】 

① さらなるコーナー保育の充実と見直しを行い、一人ひとりがじっくりと遊び込

み、想像力や発想力が育まれるような環境を整えていく。 

また、いろいろな素材や自然物、音楽や楽器などにも今まで以上に多く触れて楽

しめるような機会を設けていく。 

 

② 地域の方にオルタスそらいろをもっと身近に感じていただけるような子育て支援

事業を行うとともに、地域子育て拠点ラフールとの協働で地域に向けたイベント

なども計画する。 

 

【まとめ】 
おひさまグループ 

異年齢で過ごすことで、年齢にとらわれず、また一人ひとりの個性やペースに合

わせた保育が行えました。 

引き続きコーナー保育や環境設定を何度も見直し、子どもたちがじっくりと遊べ

る環境を常に目指していきたいと思います。 

 

にじグループ 

子どもたちは今何をしたいのか、今何が必要か、見守りながら職員で相談し過ご

してきました。 

子どもたちの声で始まった梅シロップや干し柿づくり、様々な製作や発表会のプ

ログラム、子どもたちの笑顔があふれていました。 

来年度も子どもたちのやってみたいを可能な限り実現し、様々な経験を一緒に楽

しんでいきたいと思います。 


